
 

 

 

 

もらいました。 

ボランティア感謝の会には、３０名の学校支

援ボランティアさんに参加していただきまし

た。日頃大変お世話になっていることに対し、お

礼の手紙とパンジーの鉢植えをお渡しして感謝

の気持ちを伝えました。学校支援ボランティア代表として伊藤行輝さんからは、子どもたち

への感謝の言葉とこれからの子どもたちの成長を願って励ましの言葉をいただきました。 

引き続き、「感謝の気持ちをこめて、6年生に最高の思い出をとどけよう」をテーマに 6年

生を送る会を行いました。どの学年も大変工夫された出し物で、6年生にとってとても楽し

い時間となり良い思い出となりました。最後に在校生から 6年生一人ひとりに色紙をプレゼ

ントしました。そして、引き継ぎセレモニーとして縦割り班の色別の旗を６年生から５年生

に託しました。 

この 6 年生を送る会は 5 年生が中心となって計画や準備、当日の司会・進行を行いまし

た。当日は、一人一人が

役割をしっかり務め、準

備から後片付けまで意

欲的に動いていました。

4 月から学校のリーダ

ーになる自覚を感じる

ことができ、非認知能力

が涵養された 5 年生の

成長を大変嬉しく思い

ました。 
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自ら未来を拓く子どもの育成 

～思いやり・知力・体力～ 
 

ボランティア感謝の会・6 年生を送る会 ２月２１日(金) 

第 36回読書感想画三重県コンクール  

最優秀賞 5年 伊藤 翔愛  努力賞 2年 伊藤 遥真 


